トップ セルフ ベース ソウゴウ キョウイク コウセイ ジョウイ モクヒョウ ソーシャル スキル ノ イクセイ : ダイモクヒョウ ジリツセイ ノ イクセイ タイジン カンケイセイ ノ イクセイ オ ジツゲン スル タメ ノ モクヒョウ コウセイ by 松本 有貴 et al.
１．「ソーシャル・スキルの育成」で目指すこと
 予防教育におけるソーシャル・スキルの育成

































































































学校全体で行うソーシャル・スキル・トレーニング（SST）はアメリカでは，Classwide Social Skills Training
（CSST）として児童の向社会的行動の促進や不適応の予防に効果があると報告されている（鈴木・鈴木，２００５）。
学校で行われる（スクールワイド）ユニバーサルまたはプライマリのソーシャル・スキルプログラムの効果は８０％










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































問題の原因を変えようとする認知，行動，情動的コーピング活動」（Heppner, Cook, Wright, & Johnson,１９９５）
などと定義される。先行知見によると，問題解決の欠如は，うつ（Nezu & Ronan,１９８８），不安（Nezu,１９８６），
自殺念慮（Dixon, Heppner, & Anderson, １９９１）など様々な不適応と関連する。例えば，行為問題をかかえる
子どもには，社会的情報処理の欠如や歪みがみられ（Kendall,２００６），社会的問題解決の問題が顕著であった
（Lochman, Powell, Whidby, & Fitzgerald, ２００６）。よって，子どもの対人関係の問題を扱う研究においては，
社会的問題解決に焦点が当てられてきた（宮田・石川・佐藤・佐藤，２０１０）。




象のフレンズプログラム（Friends Program ; Barrett, Lowry−Webster, & Turner, １９９９）では，「ステッププラ
ン」や「６ブロック解決法」を児童・生徒が習得し，日常生活の問題に応用できるように指導する。
































































一方，仲間集団の受容は，反社会的行動を減らし向社会性を促す（Criss, Shaw, Moilanen, Hitcings, & Ingold-
sby, ２００９）。先行知見によると，攻撃的である，行動問題がある子どもは，仲間から拒否される傾向にあり，向
社会的，協力的な子どもは仲間に人気がある。シャイで引っ込み思案の子どもは，嫌われることはないが仲間受
容は低い（Newcomb, Bukowski, & Pattee,１９９３）。
孤立している子どもの特徴として，行動問題（例えば，Webster−Stratton, Reid, & Hammond, ２００１）や関係
性攻撃（仲間関係を操作することで相手に危害を加えること；Crick & Grotpeter,１９９５）（例えば，磯部・江村・































































































































































体感を作り出すことができる（Burgoon & Bacue, ２００９）。また，適切な言葉が出てこないときに適切に使われ
ると，会話が途切れないで続いていくことができる。さらに，言葉を強調したり，和らげたりできる効果もある。
このため，会話を進める機能を持つ操作目標 iが設定される。
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TOP SELF, that is, Trial of Prevention School Education for Life and Friendship, has been introduced
by Yamasaki, Sasaki, Uchida, Katsuma, & Matsumoto（２０１１）. The present paper aims to depict how the
program purposes have been developed and constructed in order to promote social skills among children.
Firstly, the characteristics of TOP SELF are explained, and then the construction of the hierarchical pur-
poses is specified as starting with the literature review. Researchers have found that social skill deficiency
is related to poor social adjustment of children, and that children with social skills are more likely to
adapt and/or accommodate to their environment. Thus social skill programs can contribute to the preventive
education as the base education of TOP SELF.
The construction of the purposes includes constituent, intermediate, subordinate and operational pur-
poses. The higher−order purposes conduce to the realization of primary purposes, whereas operational pur-
poses directly relate to the implementation of educational methods. Those purposes are derived from evi-
dence−based outcomes in the literature.
School−based universal social skill promotion education : Construction of the hierarchical purposes in education
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